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研究成果の概要（和文）：本研究課題は身元確認時の照合資料として、歯科医院にて大量に作製・廃棄される歯
列石膏模型を使用し、照合方法として、数値的に形状比較を可能にする相同モデル化理論を応用することで、個
人識別における新たな一手法を開発し、その可能性と有用性を検討したものである。データの各加工段階におい
て、至適条件を検討・設定し、照合作業を行った結果、本手法は良好な識別精度を有することが確認された。社
会実装に向けての課題はあるものの、国内外の学会でも高い評価を受けた。

研究成果の概要（英文）：This research subject is to develop a new method in personal identification 
and to examine its potential and usefulness. The dental plaster model, which is produced and 
discarded in large quantities at the dental clinic, is used as a reference material, and a homology 
modeling theory that makes it possible to compare shapes numerically is applied as a reference 
method. The image data was processed under the optimal conditions and the discrimination ability was
 examined. It was confirmed that this method has a good discrimination accuracy. Although there are 
issues for social implementation, this research has been highly praised by domestic and 
international conferences, and further development is expected in the future.

研究分野： 法歯科医学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
大規模災害時の身元確認における歯科的個人識別の有効性は高いが、照合すべき生前資料についてはデータベー
ス化されたものはない。高齢化に伴い、身元不明遺体も増加傾向にある中、各種歯科情報のデジタル化が急務で
ある。歯科医院で長期保管されている歯列石膏模型は歯科用CTや３Dスキャナーで容易にデータ化が可能で、数
値的な形状比較を可能とする相同モデル化理論を応用することで個人識別の効率化に寄与できる。本研究内容は
法歯学分野において、歯列石膏模型の新たな有用性を検証した前例のない試みであり、国内外で高い評価を得
た。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
大規模自然災害時の身元確認における歯科的個人識別の有効性は高く、2011 年の東日本大震

災においては、歯科情報により身元が判明したご遺体が全体の 7.8％（1204 件）であった。ご
遺体が高度に損壊することで部分遺体が多くなる航空機墜落事故のような場合では、硬組織で
ある歯科情報の保存性が高いことから、“歯”が身元確認の唯一の決め手となることもある。事
実、1985 年の御巣鷹山日航機墜落事故では全体の 25％以上が歯科情報を主たる確認項目とし
て身元が判明したと報告されている（文献 1）。実際の身元確認の現場においては、ご遺体から
デンタルチャート、歯科用Ｘ線写真、口腔内写真などを死後資料として採取する。これらの資
料は一部デジタル化が進んでいるが、デンタルチャートや診療録のほとんどは“アナログ”で
あり、犠牲者リストが存在する閉鎖型災害であればともかく、不特定多数の人が被害を受ける
開放型災害では、死後資料と生前資料の照合は困難を極める。一方、照合先となる各種生前資
料についてもデータベース化されたものはなく、総務省が推進する「医療分野のＩＣＴ化」か
ら取り残された状態である。データベースの構築と利用については費用負担や法整備について、
国家レベルの議論が必要であるが、国の地震調査委員会の報告で南海トラフにおける大地震が
今後 30 年以内に発生する確率が 70％程度とされており、まずは各種歯科情報のデジタル化が
急務であるといえる。 
申請者は画像診断を専門としており、複数の撮影装置を用いて同一の個体を撮影した場合の

寸法精度の比較や撮影装置を異にする画像の重ね合わせ等を研究する中で、3 次元表示された
歯列自体がそれぞれの個体に固有の生体情報であり、相当の精度で個人識別が可能であること
が判明した。歯科治療において頻繁に採得される歯列の石膏模型は生前歯科資料として身元確
認に使用されることもあり、データ化された石膏模型は様々形で個人識別に応用できるものと
考えられる。 
 
２．研究の目的 
今後の歯科医療分野における ICT 化を見据え、従来から利用されているデンタルチャート、

Ｘ線写真に加え、歯列石膏模型を利用した個人識別法を確立することを目的とする。個人識別
における歯列石膏模型利用の有効性を相同モデル化手法にて検証し、その有用性を明らかする。
また、より照合に適した死後資料の取得方法と本手法を適用する際の問題点を明らかにする。 

 
３．研究の方法 
a) 歯列石膏模型の CT 撮影から得られた DICOM データを相同モデル化用 STL データへ変換す

るための至適 CT撮影条件を検討し、データを蓄積する。b) 個人識別時の照合精度とデータ容
量最適化の点から、相同モデル化時の至適ポリゴン数を検討し最適化を図る。c) 個人識別時の
照合に適した死後資料の採取方法を検討する。 d) 相同モデル化手法を応用して歯列石膏模型
を個人識別に利用した場合の問題点と解決方法の提案を行う。 
 
４．研究成果 
歯列石膏模型（普通石膏）のＣＴ値は 1,200～1,800 程度であり、頭部ＣＴで臨床的に用いる撮
影条件（120kV、300mA）を適用したところ、良好な形状再現性を得ることが出来た。形態的な
再現性は硬組織条件で再構成されたデータが優れていた。相同モデルの作成に際しては、デー
タ変換時の操作時間の短縮化、作成者間での再現性低下の防止目的に、解剖学的特徴点を 28
点、頂点数を 8702 点、ポリゴン数は 17127 点とした。本条件にて、相同モデル化前は約 10MB
であった STL データは 0.5MB の相同モデルとなり、当初の目的であった「識別能の担保とデー
タの軽量化」を達成できた。得られた相同モデルの形状を相同モデル化前の歯列石膏模型と比
較検討した結果、個々の歯冠形態の再現性は不明瞭なものの、歯列全体の形態的特徴は模倣で
きていた。その後、各種条件の妥当性を評価するため、予備実験を計画・施行した。サンプル
数を 30とし、任意に抽出した歯列石膏模型を咬耗により形態変化させた。咬耗前後の 2つ模型
を同定することが可能か否かを検証した結果、良好な成績を得ることが出来た。識別能の検討
には主成分分析を使用した。主成分分析による寄与率の高い第 1主成分と第 2主成分での累積
寄与率は 32.8%であった。第 1,2 主成分の主成分得点において、平均値からプラスマイナス 3SD
で相同モデルを形態変化させ観察したところ、第 1主成分は歯列弓の大きさ、第 2主成分は口
蓋の深さを最もよく表現する因子と解釈された。これらの形態的特徴は口蓋形態そのものを   
示しているとも考えられ、歯列形態に寄らない形態類似性の検討による個人識別の可能性が示
唆された。この可能性を検討するためのデータ、手法は本研究を遂行するために用意している
資料とソフトウェアで、一部代替・流用可能であり、研究期間延長により、本研究の一部とし
て検討を開始することが妥当と考え、研究期間の延長を申請した。延長した 1年間の研究期間
では、口蓋形態専用の相同モデル化用テンプレートの作成は困難であるため、今回の研究では、
上顎歯列用テンプレートを流用して作成した上顎歯列全体の相同モデルから、口蓋部分のみを
切り取り、個人識別に応用可能か否かを検討した。当初目的である上顎歯列全体を用いて個人
識別を行った場合と比較し、口蓋形態のみを用いた場合は個人識別精度がやや劣る結果となっ
た。しかし、一定レベルの絞り込みが可能なことと、歯列を含まないということで、利用可能
な元データの選択枝が格段に広くなることが評価され、関連する国内外の学会で高い評価を受
けた。 
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